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品 名 フラーリンQ錠（随証薬） 制作日 MC

2017.7.20 C
本コード  校 作業者印 AC

仮コード 1522S0719701 初校 米
田

色
調

アイ トラップ
（ ）
角度

r5c70 APP.TB

相談すること
1．次の人は服用前に医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること
（1） 医師の治療を受けている人。
（2） 妊婦又は妊娠していると思われる人。
（3） 胃腸の弱い人。
（4） 高齢者。
（5） 今までに薬などにより発疹・発赤、かゆみ等を起こしたことがある人。

2．服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
この文書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること

関係部位 症　　状

皮
ひ

　膚
ふ 発疹・発赤、かゆみ

消化器 吐き気・嘔吐、食欲不振、胃部不快感
3． 1ヵ月位（痔出血に服用する場合には1週間位）服用しても症状がよくならない場合は服用を
中止し、この文書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること

4．他の医薬品等を併用する場合には、含有成分の重複に注意する必要があるので、医師、
薬剤師又は登録販売者に相談すること

効能・効果
月経不順、月経困難、月経痛、腰痛、痔出血、脱肛a）、妊娠中の浮腫b）、痔疾、ヒステリー、
更年期神経症c）
a）脱肛：で痔のことを示します。
b）浮腫：むくみのことを示します。
c）更年期神経症：更年期に起こる神経症のことを示します。

用法・用量
次の量を随時注）、コップ半分以上のぬるま湯にて服用して下さい。
注）「随時服用」とは食前・食間（食後 2～ 3時間）・食後のいつ服用してもよいことを指しますが、
胃腸の弱い方は食後の服用がよいでしょう。
年　齢 1回量 1日服用回数

成人（15歳以上） 5錠 3回
15歳未満 服用しないこと

〈用法・用量に関連する注意〉
用法・用量を厳守すること。

使用上の注意

この添付文書は、お薬とともに保管し、
服用の際には、必ずお読み下さい。

第 3類医薬品

【生薬製剤】

（裏面へ）
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成分・分量
本剤15錠（3.3g）中
オ ウ ギ0.563g ・カ ン ゾ ウ0.563g

エキス…2.68mL（固形物として0.75g）

ケ イ ヒ0.188g ・シ ャ ク ヤ ク0.75　g
ショウキョウ0.188g ・セ ン キ ュ ウ0.563g
タ イ ソ ウ0.563g ・タ ク シ ャ0.75　g
ト ウ キ0.75　g ・ビャクジュツ0.563g
ブ ク リ ョ ウ0.563g

カ ン ゾ ウ 末…0.375g
ケ イ ヒ 末…0.375g
センキュウ末…0.225g
ビャクジュツ末…0.525g
ブクリョウ末…0.75　g

添加物として軽質無水ケイ酸、ステアリン酸マグネシウム、乳糖を含有する。

・本剤は淡黄褐色で、特異なにおいを有し、味はわずかに苦い素錠です。
・本剤は天然の生薬を原料としていますので、多少色調の異なることがありますが、
効果に変わりはありません。

保管及び取扱い上の注意
（1） 直射日光の当たらない湿気の少ない涼しい所に保管すること。
（2） 小児の手の届かない所に保管すること。
（3） 他の容器に入れ替えないこと。（誤用の原因になったり品質が変わる。）
（4） 分包品において 1包を分割した残りを服用する場合には、袋の口を折り返して保管し、

2日以内に服用すること。

フラーリンQ錠は生薬の特性を活かした生薬製剤ですので、あなたの体質や病状を考えて正しく服用す
ることが大切です。
あなたの病気を早く治すため、お薬の服用に際しては、生薬製剤のことをご理解いただいている医師、
薬局・薬店の先生方とよくご相談下さい。

本製品についてのお問い合わせは、お買い求めのお店、
又は下記にお願いします。
剤盛堂薬品株式会社　学術部
電話　073（472）3111（代表）
受付時間　9：00～12：00　13：00～17：00

（土、日、祝日を除く）

お問い合わせ先
製造販売元

〒640－8323　和歌山市太田二丁目8番31号
剤盛堂薬品株式会社


